
西三川ゴールドパーク 

  

西三川ゴールドパークは、佐渡で最も歴史が古い金山の 1つ、西三川砂金山の跡地にあります。この

パークでは、砂や砂利と金の小さな粒を区別するのに使われる「大流し」と呼ばれる砂鉱スタイルで

金の採取が体験できます。この手法では、金を含む砂や砂利で満たされた溝に川から引いた水が流し

入れられます。採取者はこの金を含んだ少量の砂と水を受け皿の中に入れてぐるぐる回し、水を使っ

て比重の軽い物質を皿の横から洗い流します。すると金のような比重の重い物質が皿の中に残りま

す。 

 

パークは 2つの部分に分かれています。展示館と金採取体験です。展示館では金からコインやジュエ

リーが作られる様子など、さまざまな金の加工方法を紹介しています。 

 

パーク内部の半分は訪問者が自分で大流しによる金の採取を体験できるようになっており、選ぶこ

とのできる 2つのコースが用意されています。初級コースでは訪問者が人工的な水路の横に立ち、わ

ずかに含まれている金の小さな粒を見つけようと砂をふるいにかけます。一方で上級コースは江戸

時代（1603～1868年）の金のふるい分けを大規模に再現しています。訪問者は小川の横にしゃがみ

込み、金採取の最盛期に採取者たちが行っていたのとほぼ同じ方法で金をふるいにかけます。彼らは

効率的なふるい分けのテクニックを教わり、ほんのわずかな金のかけらが残るまで円を描く動きで

砂と水を動かします。子供にも大人にも、苦労して金を採取することを直接体験できる素晴らしい機

会になります。江戸時代の採取者とは異なり、訪問者は見つけた金をとっておき、小さなプラスチッ

クの筒に保管して家に持ち帰ることができます。 

 


